
防
災
・
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

島
の
安
全
は
私
た
ち
が
守
る

迅
速
で
円
滑
な

避
難
の
実
施
を

　

福
井
町
住
民
が
、「
住
民
支
え

合
い
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と
は
、

住
宅
地
図
上
に
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
子
ど
も
、
乳
児
・
妊
婦
な
ど

の
要
配
慮
者
や
避
難
所
、
医
療
機

関
、
危
険
な
箇
所
な
ど
の
情
報
を

記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時

　

新
野
中
学
校
生
徒
が
、
日
頃
の
防
災
学
習
の
成

果
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
お
弁
当
と
一
緒
に
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
届
け
て
い
る
。

高齢者にパンフレットとお弁当を届ける新野中学校生徒

マップづくりに取り組む福井町住民

支え合い 地域の力を結集

　
「
防
災
・
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

は
、
高
齢
者
と
中
学
生
に
交
流
を
も

っ
て
も
ら
お
う
と
平
成
27
年
か
ら
毎

年
３
月
に
行
っ
て
い
る
。
中
学
生

は
、
半
年
間
学
習
し
た
内
容
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
た
。
そ
こ
に
町

の
注
意
す
べ
き
箇
所
な
ど
も
盛
り
込

ん
だ
。

　

町
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
約
１
３
０
人
生
活
し
て
い
て
、
災

害
時
に
孤
立
し
か
ね
な
い
。
新
野
地

区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
会

長
の
丹
生
川
和
彦
さ
ん
は
、「
世
代

を
超
え
て
顔
見
知
り
に
な
り
、
見
守

り
合
っ
て
、
普
段
か
ら
助
け
合
え
る

関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　

中
学
生
か
ら
は
、「
高
齢
者
の
方

と
触
れ
合
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」

「
地
域
の
輪
を
よ
り
深
め
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

今
年
は
３
月
１
日
に
地
元
を
愛
す

る
気
持
ち
を
込
め
て
、
高
齢
者
の
元

に
届
け
る
。

の
安
否
確
認
や
迅
速
な
避
難
行
動

支
援
に
つ
な
げ
る
地
図
の
こ
と
。

地
域
の
情
報
を
可
視
化
し
共
有
す

る
こ
と
で
、
日
常
の
地
域
福
祉
活

動
や
災
害
時
の
支
援
で
シ
ー
ム
レ

ス
に
活
用
す
る
。

　

福
井
公
民
館
で
行
わ
れ
た
マ
ッ

プ
作
り
で
は
、
地
区
ご
と
に
情
報

を
書
き
込
ん
だ
り
、
シ
ー
ル
を
張

っ
た
り
し
て
マ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ

た
。
福
井
町
自
主
防
災
連
絡
会
会

長
の
大
開　

覚
さ
ん
は
、「
新
し

い
情
報
を
書
き
込
む
な
ど
し
、
マ

ッ
プ
を
災
害
時
に
役
立
て
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　

取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ

と
は
、
災
害
時
に
は
普
段
か
ら
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
。
常
日
頃
か
ら
支
え

合
う
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
こ
そ
、

災
害
に
強
い
ま
ち
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
25
年
。
こ
の
間
も
、
私
た

ち
は
大
雨
に
よ
る
洪
水
や
地
震
、
津
波
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
に
苛
ま
れ
た
。
ま
た
、

ス
ー
パ
ー
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が
頻
発
し
、
先
の
見
通
せ
な
い
時
代
を
生
き
て
い
る
。

い
つ
も
、誰
も
が
被
災
者
に
な
り
う
る
。
今
、私
た
ち
は
何
を
考
え
、何
を
準
備
す
べ
き
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
の
挑
戦
」
を
追
っ
た
。

防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜 特集

災
害
を

　
生
き
抜
く
た
め
の挑

戦

防
災
新
聞

　

訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震

源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
、

阿
南
市
内
で
震
度
７
を
観
測
し

た
ほ
か
、
沿
岸
部
に
は
大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定

で
実
施
さ
れ
た
。

　

市
役
所
周
辺
に
避
難
を
呼
び

掛
け
る
防
災
行
政
無
線
が
流
れ

る
と
、
住
民
は
自
宅
な
ど
か
ら

市
庁
舎
へ
避
難
。
正
面
玄
関
や

東
側
玄
関
な
ど
か
ら
駆
け
込
ん

だ
。
避
難
し
た
住
民
は
市
庁
舎

１
階
で
受
付
を
行
い
、
安
否
確

認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
訓
練
後

に
は
、
発
災
時
の
避
難
に
つ
い

て
の
講
習
会
が
あ
っ
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
羽
田
義
弘

さ
ん
（
65
歳
・
横
見
町
）
は
、「
避

難
す
る
途
中
で
気
付
く
点
が
多

か
っ
た
。
家
族
や
近
隣
と
の
避

難
に
役
立
て
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

　

津
波
発
生
時
に
は
、
市
役
所

庁
舎
低
層
棟
１
階
の
あ
な
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
７
５
０
人
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

市
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
市
役
所
庁
舎
で
初
の
津
波

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
近
隣
住
民

な
ど
１
３
８
人
が
参
加
し
、
発
災

時
の
迅
速
で
円
滑
な
避
難
に
向
け

て
、
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し

た
。

　被災地でのボランティアの育成をめざ
す「災害ボランティア養成講座」（阿南
市社会福祉協議会主催）が令和元年11月
10日、科学センターで開催され、76人が
参加し被災地での支援方法を学んだ。

市
庁
舎
へ
避
難
す
る
住
民

　

伊
島
町
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
島
の
安
全
を
守
ろ
う
と

「
伊
島
少
年
消
防
隊
」
を
結
成

し
、
昭
和
46
年
結
成
以
来
、
50

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

島
は
洋
上
に
位
置
す
る
た
め

風
が
強
く
、
民
家
が
密
集
し
、

火
事
が
起
こ
る
と
周
辺
家
屋
に

延
焼
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

消
防
隊
は
、
伊
島
中
学
校
全

生
徒
で
組
織
。
可
動
式
ポ
ン
プ

　

大
阪
北
部
地
震
な
ど
で
復
興
支

援
に
携
わ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害

救
援
レ
ス
キ
ュ
ー
ア
シ
ス
ト
代
表

の
中
島
武
志
さ
ん
な
ど
が
、
床
下

浸
水
処
理
な
ど
実
技
を
交
え
て
講

義
。
被
災
し
た
家
屋
の
屋
根
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
張
る
作
業
で
は
、

容
易
に
手
に
入
る
資
材
で
、
手
際

よ
く
作
業
す
る
手
順
を
伝
え
た
。

　

熱
心
に
受
講
し
て
い
た
青
木
正

繁
さ
ん
（
45
歳
・
日
開
野
町
）
は
、

「
今
日
得
た
技
術
を
被
災
地
支
援

に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

の
使
用
を
習
得
す
る
ほ
か
、
12
月

に
は
、
町
中
を
拍
子
木
を
叩
き
な

が
ら
歩
き
、「
火
の
用
心
」
な
ど

と
注
意
喚
起
を
行
う
。
ま
た
、
町

の
人
と
と
も
に
防
火
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
活
動
に
取
り
組
ん
だ
水

本
太
陽
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
活

動
を
通
じ
て
、
島
を
守
る
意
識
が

強
く
な
っ
た
」
と
語
る
。

　

活
動
時
に
被
る
青
い
帽
子
は

代
々
先
輩
か
ら
譲
り
受
け
た
も

の
。
こ
れ
か
ら
も
郷
土
を
思
う
気

持
ち
と
と
も
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ

く
。

災害ボランティア養成講座

被災地を支援したい

ブルーシート張りを実演する＝科学センター
伊島少年消防隊

住
民
支
え
合
い

マ
ッ
プ
を
作
成

　少子高齢化や家族形態の変化などで、地域のつながりの弱体化が危惧さ
れている。それは地域防災力の低下を招く。いかに地域の絆を強め、災害
に備えるか。各地で始まった「支え合いのまちづくり」の現場を取材した。

市
庁
舎
で
避
難
訓
練
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FCP（Family Continuity Plan）
＝家族継続計画

防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜

付
与
さ
れ
た
状
況
を
整
理
す
る
市
職
員
＝
市
役
所

　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
の

確
認
を
す
る
図
上
訓
練
「
令
和
元
年
度

南
部
圏
域
防
災
訓
練
（
阿
南
市
参
加
課

目
）」
が
令
和
元
年
11
月
15
日
、
市
役

所
で
実
施
さ
れ
た
。

　

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研

究
講
座
が
、
２
月
４
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
22
人
参
加
し
、

防
災
と
い
う
観
点
か
ら
人
権
を

学
ん
だ
。

　

講
師
の
南
部
総
合
県
民
局
政

策
防
災
部
の
小
西
良
子
さ
ん
が
、

人
権
に
配
慮（
多
様
性
を
尊
重
）

し
た
防
災
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
。

　

小
西
さ
ん
は
、「
避
難
所
に
は
、

女
性
や
高
齢
者
、
乳
児
・
妊
婦
、

障
が
い
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

や
配
慮
が
必
要
な
人
も
避
難
す
る
。

み
ん
な
が
安
心
し
て
快
適
に
生
活

す
る
に
は
、
多
様
な
人
々
の
違
い

に
配
慮
し
た
体
制
・
支
援
が
必
要
。

ま
た
災
害
が
起
こ
る
前
に
、
考
え

準
備
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。

野
村
誠
也
さ
ん
（
67
歳
・
下
大
野

町
）
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

配
慮
し
た
避
難
所
運
営
が
必
要
と

分
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

訓
練
は
、
午
前
３
時
に
徳
島
県
沖

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
地
震
が
発

生
し
、
津
波
が
押
し
寄
せ
液
状
化
現

象
が
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定
で
実

施
。
発
災
６
時
間
後
の
災
害
発
生
初

期
の
情
報
活
動
お
よ
び
災
害
応
急
対

策
を
行
っ
た
。

　

事
前
に
内
容
を
伝
え
ず
、
刻
々
と

状
況
を
付
与
し
て
い
く
ブ
ラ
イ
ン
ド

型
訓
練
の
中
で
、
参
加
者
は

与
え
ら
れ
た
状
況
を
判
断

し
、
情
報
を
整
理
し
た
り

共
有
し
た
り
し
た
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
警
察
や
自

衛
隊
な
ど
関
係
機
関
に
連

絡
し
た
。

　

11
月
22
日
に
は
、
訓
練
を

振
り
返
る
研
究
会
を
開
催

し
、
今
後
の
業
務
改
善
に
生

か
す
よ
う
意
見
交
換
な
ど

を
行
っ
た
。
参
加
し
た
福
祉

課
の
片
山
健
一
さ
ん
（
40

歳
）
は
、「
大
災
害
が
起
き

た
際
の
対
応
方
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
気

を
引
き
締
め
て
い
た
。

被避難所運営について考える参加者＝市役所

津乃峰小学校 4 年
西本　海唯さん

津乃峰小学校 3 年
四宮　陽人さん

阿南第二中学校 2 年
外磯　大貴さん

戻らない　荷物より先に　自分の命
福井中学校２年　岩浅 真緒さん

災害に　地域で備える　ワンチーム
桑野小学校６年　吉田 倫太朗さん

にげるとき　となりの人に　声かけて
新野小学校２年　笹松 歩花さん

防災標語最優秀作品

防災ポスター
最優秀作品

発
災
時 

初
動
対
応
を
確
認

南
部
圏
域

防
災
訓
練

　津乃峰小学校児童は、自らが作詞した歌「避難所巡
りの歌」（作曲：高石ともや）を歌い、日頃の防災啓
発に役立てている。毎朝校内放送を流しているほか、
地域住民への普及に努めている。
　歌には津乃峰地区防災公園、両皇神社など津波発生
時に避難する高台が盛り込まれていて、歌いながら避
難場所を覚えることができる優れもの。校長の多喜川
広伸さんは、「この歌が，学校だけにとどまらず，地
域全体の防災啓発につながってくれれば」と話してい
た。
　同校は、優れた防災教育を行う学校や団体を顕彰す
る「ぼうさい甲子園（1.17 防災未来賞）」において４
年連続で小学校部門の「ぼうさい大賞」を受賞した。

　災害が起こった時、企業や官公庁などでは、
事業を続けたり、早く再開させたりするため
に事前に被災後の計画「BCP ＝事業継続計
画」を策定することが浸透している。これを
家庭に置き換えたものが FCP。
　地震や津波などの災害が起こった時の対応
方法について、あらかじめ家庭内で決めてお
くことが重要。避難のルール、安否の確認方
法、備蓄品などについて、日頃から家族で話
し合っておこう。

日時　３月３日㈫～26日㈭　8:30～17:00
※３日は12:00から、26日は15:00まで
場所　ひまわり会館
問 阿南南ロータリークラブ事務局
　 （ホテル龍宮内　☎ 27－2027）へ

第10回防災啓発標語・ポスター
コンクール作品の展示

　阿南南ロータリークラブは、平成18年に
防災委員会を設立し、積極的な防災活動を
行っている。防災意識は子どもの頃からと
市内小、中学校に呼び掛けて実施している

「防災啓発標語・ポスターコンクール」が
今回10回目を迎えた。標語455点、ポスター
105点の出品があり、優秀作品の展示を行う。

高
台
に
避
難
す
る
住
民
＝
椿
泊
町

　

令
和
元
年
11
月
23
日
、
沿
岸
部
に
位

置
す
る
椿
泊
町
で
初
と
な
る
、
二
次
避

難
ま
で
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
発
生

を
想
定
。
住
民
は
、
急
い
で
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
あ
る
高
台
に
避
難
。
そ
の

後
、
山
道
な
ど
か
ら
、
二
次
避
難
場
所

と
な
る
椿
泊
小
学
校
に
避
難
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
防
災
を
考
え
る
講
演
会

や
軽
救
急
車
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

椿
泊
町
で
初
　
二
次
避
難
訓
練
を
実
施

防災意識は子どもの頃から みんなで歌おう
「避難所巡りの歌」

津乃峰小学校

多
様
性
を
尊
重
し
た
防
災
を

よ
り
速
く 

よ
り
高
く

話し合おう 家庭での防災

防災啓発標語・
ポスターコンクール 10年

阿南南ロータリークラブ
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